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1.研究背景及び目的 
 教員は自らの豊富な専門知識と経験に基づいて授業を計
画し，実施するのであるが、そもそも授業は学生のために

行われるものであり、その学生が授業を実際にどのように

受け止めたかを把握するために、学生による授業評価を行

い、その結果をファカルティ・ディベロップメント活動 

(以下ＦＤ)の促進、ひいては教育の質の向上に資すること

を目的とした「学生による授業評価」が近年注目されてお

り、全国の教育機関にわたって取り組まれている。現状で

は学生の講義に対する多項目アンケートによる調査によ

って授業評価が行われているが、アンケートのみによる授

業評価では、『当該時間あたりの評価がされていない・生

徒が評価者としての信頼性に問題がある』など客観性に乏

しい面が指摘できる。理想的なFDにはアンケートだけの判

断ではなく、さらに複眼的な講義状況の把握の必要性があ

ると考える。そこで客観的でかつリアルタイムで処理を行

う講義評価システムの開発に私は注目し研究を行った。 

2.全体の処理の流れ 

 処理の流れを図に示す。 

 

背景画像取得 

↓ 

現在画像取得・差分処理 

↓ 

着席判定・処理領域内のヒストグラム学習 

↓ 

顔向き判定・アクティブ判定 

↓ 

統合判断 

 

  図1：処理の流れ 

入力された画像から人物の着席を検知し・ヒストグラム学

習を行う。次に現在画像から得られる差分・ヒストグラム

情報より顔向き及び人物の動きを自動検出し、人物の状態

を判断する。 

 

3.ヒストグラムの学習 

図2-1に示す座席範囲の指定を行い、指定された座席に人

物が着席を検知したのち、差分処理により人物の動作が落

ち着くと判定されるまで学習を待機しヒストグラムの学

習を行った。図2-2は着席検知時を、図2-3は学習開始時の

検出を示したものである。 

    
図2-1 背景画像    図2-2 人物着席時 

 
図2-3 ヒストグラム学習開始時 
 

4.顔向き判定 
ヒストグラムの学習によって得られたデータにより現在

画像の顔向き判定を行った。判定は前を向いている・それ

以外である。の２パターンである。判定結果例を図３に示

す。前を向いていると判定した場合には白い四角の枠で示

した。顔向き判定において処理領域を顔が大きくはみ出し

たときに失敗したがそれ以外はほぼ100％であった。 

   
図3 顔向き判定 
 

5.統合判断 
時系列差分による画素の変化量によって人物の動きを検

知しアクティブ判定を行った。顔向きと人物の動きによる

人物の状態の統合判断は、10フレーム毎の判定結果によっ
て、集中している・寝ている・状態未知の３つで判定を行

った。判定方法を以下に示す。 
  
          動き 
  大 小 

前 集中している 集中している 

それ以外 状態未知 寝ている 

 
図4：統合判断方法 

6.まとめ 
本研究は受講者の集中度を『客観的』に、『リアルタイム』

で時系列表示させる自動認識システムの構築を行った。明

度ヒストグラムによる顔向き判別に加え、人物の動きによ

るアクティブ判定を加味することで人物の状態判別への

精度・信頼性に厚みが増したといえる。また状態未知とい

う判別項目も加えたことも特徴である。このことにより、

第３者による客観的な授業評価システムとして『授業内容

と反応の把握』がその場で、さらに容易に実現できると考

えられる。このシステムの構築によりFDがより良くなって

いく事を期待し、講義内容向上の講師のためだけの助成シ

ステムと認識されるのではなく、最終的に学生のためへの

システムになることを信じたい。 


